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第３回 統合準備委員会（谷井田・三島） 

《 令和元年９月５日（木）午後 7時 00分～ 市教育棟２階会議室 》 

１ 開会  

２ 事務局紹介 

３ 委員長あいさつ  

４ 協議事項 

 （１）検討部会経過報告等について 

ア 総務部会  

 

総務部会長 ： それでは総務部会の進捗状況の説明を行いたいと思います。 

総務部会資料の記録用紙をご覧ください。実施時期は，前回は７月１３日に行

いました。 

２番の①，通学方法ですが，スクールバスルートを検討しました。現在２ルー

トが出ております。ほぼルートは，固まったのですが，バス停をどうするかとい

うことで，この後，事務局含めて，意見をいただいてバス停を確定していこう，

ということで，ある程度子供達が集まれる場所という意見もありますので，検討

してバス停を決めていきます。 

続いて，学校名ですが，８月１５日から校名の公募がはじまりまして，９月中

旬まで公募しているけれども，色々と意見があるようなので，後ほどこれは検討

したいと思います。 

③，体操服ですが，一番は土日とか，平日の夜に購入可能な販売店を探してか

らということで，保護者へのサンプル展示は行っていなかったのですが，スーパ

ーカスミにおいていただけるという業者が出てきましたので，２学期から保護者

に選んでいただくところです。これも９月中旬を目安に決定して，１０月からは

製造にはいらないとならないと思いますので，そこまでには決定していきたいと

思っております。 

④，校章，校旗については，校章が決定後に，校旗は発注するということなの

で開校後の完成になるのはしょうがないかなと思っています。進め方は，校章は，

公募して審査という形をとりたいと考えております。校歌については，事務局の

案としては富士見ヶ丘小学校の事例を参考に公募して，決めていこうと。これも

校名がきちんと決まってから検討していく方がいいということで，現在今後の検

討課題として残っております。 

それから⑥，閉校事業，閉校イベントの実施の方向性は，いまのところ三島小

学校，谷井田小学校ともあまり考えてはおりません。学校自体は残りますので，

谷井田小学校保護者も子供達もピンと来ていない。閉校の式典だけは行うのです



2 

が，新しい学校になるということで記念品などを配った方が良いのではという話

が進んでおります。 

⑦開校記念式典の方なんですが，市の主催で秋を予定しております。そこで，

校歌の披露とか校旗を授与する方向です。 

現在のところの進捗状況は，以上です。 

委 員 長 ： ありがとうございました。部会長から報告がありました。全体で７点の報告が

ございましたが，全体を通して何かご意見，ご質問はございますでしょうか。 

事 務 局 ： はい，事務局より学校名について２点追加説明と，皆さんに協議いただきたい

ことがございます。追加資料をお配りします。 

委 員 長 ： はい，よろしくお願いいたします。 

事 務 局 ： 事務局より，今お渡しした資料と資料２に関係しているのですが，学校名につ

きまして，説明をいたします。 

学校名につきましては，前回の統合準備委員会での決定事項としまして，総務

部会で絞り込まれた学校名を本統合準備委員会の中で投票によって決定すると

いうところまでは決まっておりましたが，具体的にどのような手法で投票を行う

のかというところを本日ご協議いただきたいと思い，お時間をいただきました。 

資料２の方で事前に目を通していただいた方もいらっしゃると思いますが，確

認のため，説明させていただきます。 

投票の方法として，事務局より２点ほどご提示させていただいております。左

側にあります単記投票は，多数決での通常の選挙を想像していただければと思い

ます。イメージとして表にしております，例えばＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄの学校名があり

まして，投票を行った際，Ａ小学校に投票したのは３名，Ｂ小学校が２名，Ｃ小

学校が２名，Ｄ小学校が１名ということで，数の多いＡ小学校が１番になるとい

うことはお分かりいただけると思います。この単記投票は，シンプルでわかりや

すく，民主的で公平性があると言われています。デメリットとしては，一番多く

なった委員以外の方の意見が全く反映されないということがあります。 

もう一つ提案させていただいておりますのが，ボルダ投票と言いまして，一人

当たり点数を持って１位以外にも順位付けをしまして，その総得点で点数が高い

ものを見ていくという方法になります。単記投票ではＡ小学校に投票した３人

は，ボルダ投票では，Ａ小学校に最も高い３点を付けるわけですが，２番目に良

いと思ったものや３番目に良いと思ったものにも点数を付けることができます。

こうして点数を見ていきますと，この方法ではＣ小学校が一番高い得点となる。

このメリットは，幅広く意見を集め，支持されているものを洗い出すことができ

ること。デメリットとしては，戦術投票に弱く，嫌だと感じるものに０点を付け

て評価を下げることができてしまうということです。 

本日はこういった投票のやり方を，この二つの中からというわけではなく，参

考にして頂きながら，どのようにしていくか，協議いただければと思います。 

先程，お配りした資料をご覧いただきたいと思いますが，こちらは昨日，板橋・

東の統合準備委員会で同じ内容について協議していただいたものを参考までに
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配付させていただきました。 

どのくらいの数の応募があるかによって大きく変わるという意見はあると思

いますが，昨日の時点での谷井田・三島地区の学校名の応募状況は，学校を除き，

公共施設分で，２９件となっております。内訳は省略いたしますが，１２種類の

校名が出ております。 

これから小学校の在校生からも提出されると思います。 

現時点では，板橋・東の方も大体同じ数が来ております。先日の板橋・東の学

校名の選び方では，最初に１５種類くらいまでに選んでいただければやりやすい

というような形になりました。 

投票の仕方も書いておりますとおり，一度ボルダ方式で投票を行い，数を絞っ

た中で単記投票ということになりましたので，皆様にも情報共有として資料提供

させていただきました。 

最後に，資料は付けておりませんが，投票にあたりまして谷井田，三島の委員

について，学校の先生や地区関係者は，同数とさせていただいておりますが，委

員長が学識経験者として入っている関係から，谷井田地区が１名多いという状況

になっています。昨日，板橋・東地区でもこの投票する人数の地区別の差異につ

いて協議がなされましたので，お知らせしておきます。この件についても，ご協

議いただければと思います。 

事務局からは以上です。 

委 員 長 ： はい，事務局から追加で説明がありました。学校名の投票について，ございま

したが，具体的に投票方法について決定してほしい，また，総務部会ではどのく

らいの数に絞り込んだ方が委員会ではよろしいか，地区の構成人数を合わせた方

が良いか，この辺りについてみなさんからご意見いただきたいと思います。 

委 員 ： 投票方法ではないのですが，閉校記念事業関係についてお伺いしたい。閉校記

念式典自体は行わないにしても，代わりに記念品を地域に配付するということが

ありましたが，この地域に配付するというのはどのくらいまで考えているんです

か。数的にはこのくらい，値段的にはこのくらいなど。他の事例など，こういっ

た記念品を配るということは一般的な事なのか？ 

委 員 長 ： 事務局いかがですか？ 

事 務 局 ： はい，お答えいたします。まず，確認ですが，閉校イベントについては実施す

る方向は，なくなっておりまして，市主催の閉校式典は実施するということにな

っています。いわゆる儀式は市が行う予定です。 

ご質問の記念品につきましては，細かい中身について学校と打ち合わせをしな

がら決めていくことになりますが，話が進んでいるのは記念品のタオルを考えて

おります。配付数につきましては，地区の全世帯数分は，対応できるよう予算等

を確保していきたいと考えております。 

配付の範囲についてですが，谷井田地区の全世帯数に配付できる位の予算措置

を要望しているところですが，配付の方法などの課題も出て来るものでございま

すので，総務部会や学校と協議しながら決めていきたいと考えております。 
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委 員 ： そうすると，谷井田と三島の学区内の全世帯に配付という考え方でよろしいで

しょうか？ 

事 務 局 ： 現在，議会中でございまして，補正予算をお願いしているところで，その中身

としては，全世帯対応で見込んでおります。そのことで現在はタオルということ

で見積もりは取らせていただいておりますが，具体的にタオルでいいのか，手ぬ

ぐいなのか，別のものなのかというところについても，協議していきたいと考え

ています。 

委 員 ： 予算もあまりない中で，無理して記念品を配る必要はあるのかなと思います。

また，配付するとなっても，委託でポスティングとかをするとなると，その業者

の費用とかもかかってくるし，むしろタオルの値段よりも配送費用の方が高くな

ってしまうのではという懸念がある。そこまでして記念品の必要があるのか，他

の合併事例でそういった記念品を配っているところがあるのか気になっている

ところです。 

事  務  局 ： 他の自治体における記念品については，式典に参加くださった皆様方や在校生

に対してタオルを配付したり，航空写真を使ったクリアファイルなどを作って配

付したりといった事例がございます。 

委 員 ： 色々あろうかとは思うのですが，配付方法の全世帯というのはどうなのか？補

正予算を議会にお願いしているということで，全世帯はいらないんじゃないかな

と思います。もらっても何だこれは，という世帯もあろうかと思います。もしも

配付するなら，在校生だけで十分という気がします。 

それは今後，総務部会などで検討いただくのかと思うのですが，ばら撒くとい

うのはよろしくないと思います。範囲を狭めて在校生にこの学校を覚えていて

ね，というようにやればいい。タオルが良いのかクリアファイルが良いのかわか

りませんが，小学生だったらクリアファイルは中学校に入っても使える。タオル

はもらってもしょうがないんじゃないかなと。 

色々なことを踏まえて総務部会で色々と考えてもらいたい。 

事 務 局 ： ありがとうございます。総務部会の方にも統合準備委員会からの意見という事

でお伝えさせていただいて，その中で色々と検討して参りたいと思います。 

委 員 長 ： はい，それではそのようにお願いしたいと思います。 

他に，学校名の投票のところでご意見をいただきたいと思います。 

委 員 ： 参考にいただいた板橋・東の検討結果について見させていただきました。私が

パッと見た感じで，私は総務部会にも所属していますが，総務部会で一生懸命考

えるということが，１５案に絞るというのは，多すぎるのではないかと率直に思

ってしまいます。 

また，この委員会は，かなり責任を持った人たちしか来ていないので，無記名

投票というのはやめてほしい。 

個々の地域を背負ってきているとかそういうのではなくて，新しい学校をみん

なで考えるということで，それなりの理由を持っての投票になると思いますか

ら，それを無記名でお茶を濁すんじゃなくて，そこは誰が，どういう考えで，何
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に票を入れたのか，考えまでは聞く必要はないかもしれませんけど，責任を持っ

て投票するのに無記名っていうのはやめて，とても大事な事なので，我々が逃げ

ないという姿勢を出したいと思うのですが，いかがでしょうか。 

事 務 局 ： まずは，板橋・東の総務部会の１５種類という考え方につきましては，あまり

絞り過ぎずにできるだけ幅広な形で統合準備委員会へ上げていくというような

考えの中での１５というものでございますので，特段これは，〇〇委員のおっし

ゃるように，例えば１０にするとか，５にするとか，総務部会ではやらずに統合

準備委員会にすべて上げるとか，そういうやり方も色々あろうかと思います。 

ただし，たとえば，数が多すぎてしまった場合に，統合準備委員会で１つ１つ

丁寧に絞り込むのは，難しいという事がありました。 

今，〇〇委員がおっしゃったように，１５にするくらいなら，この場で一回で

決めてしまうということもありえると思います。 

委 員 ： 統合準備委員会で一回というのは極端な例ですが，それならば，５案とか７案

とかそれくらいのものまで総務部会で絞って統合準備委員会に持ってくる。その

中からこの委員で，２回でも１回でも投票は構わないので，それはここにいる

方々が考えれば良いことですので。 

ここまで来て，お茶を濁さないでほしいっていう事です。誰も責任を負わない

ようなやり方ではなくて，我々はこの委員会に入った時点で責任を負わされてい

るので，そこを理解していただきたいなと思います。 

事 務 局 ： ありがとうございます。今日お配りした板橋・東の検討結果につきましては，

あくまでも参考でお配りしたものでございます。 

事務局としてはこれでやってくださいという意図はなく，決め方の参考とする

にあたって出させていただいたものです。ただいま，委員からございましたご意

見につきましても，ご審議いただければというところでございます。 

委 員 長 ： 〇〇委員の方から学校名に関するところのご意見がありました。また，事務局

からも説明がございましたが，他の委員の皆様も校名の投票等についてご意見は

ございますでしょうか？ 

委 員 ： 〇〇委員のいうように，１５種類というのは多過ぎると思います。折角，総務

部会で責任を持ってやってくださっているので，５種類などとした方が良い。 

今時点で，１２種類くらい来ているということで，今後２０になるか３０にな

るかどうなるのかは，わかりませんが，中にはキラキラネームのようなものもあ

るだろうし，３，４，５くらいまでには絞れるのかなと思います。 

総務部会で５種類くらいに抑えて，委員会で最終的にジャッジをしていくとい

うところが，総務部会のあり方としてもいいのかなと思います。 

委 員 ： 自分も３～５くらいをイメージしていた。そして，ここにバンと出してこの中

からどうですかと決めていくというイメージだった。この板橋・東の例は，最大

で１５と書いてあるので，こちらは，３から５くらいで決めてはどうでしょう

か？あまりしっかり５と決めてしまうと，６番目がどうしても捨てがたいとなっ

たときに困るので，５前後といった感じでどうでしょうか？ 
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委 員 長 ： ありがとうございます。〇〇委員からご意見がございました。総務部会の皆さ

んは大変な責任を持って取り組んでくださっています。〇〇委員・〇〇委員のお

っしゃった絞り込みの仕方，決め方でいかがでしょうか？ 

全 員 ： 異議なし 

委 員 ： あと無記名投票について，審議いただいてよろしいでしょうか？ 

委 員 長 ： はい，今，〇〇委員からありました。記名投票ですけども，どうでしょうかと

いう意見。これで進めてよろしいでしょうか？ 

委 員 ： 昨日，板橋・東の会議に参加させていただいて，昨日は何もない状態から審議

に入り，ここに来るまでに相当練った結果です。そこはご理解いただきたい。今，

〇〇委員や〇〇委員がおっしゃったように，総務部会が責任を持って取り組んで

いるという意見を聞いて，まさにそうだなと思いました。 

記名投票の話ですが，何ら異論はありません。先程，〇〇委員から，投票には

考えを添えてということがあったかと思うのですが，なぜこれを選んだかという

理由を言うという事でしょうか？  

委 員 ： 考えを言うことまではいらないと思いますが，意図を持って投票するだろうと

いうことです。 

委 員 ： わかりました。アンケート用紙には，子供たちなどから，その校名にした理由

が書かれていると思うのです。なぜこの名前にしたかという。私はそこを重視し

た方が良いと思っています。 

例えば，私がＡという校名を選んだとして，なぜ，私がそれを選んだかという

よりも，Ａという校名を考えた方の想いを重視した方が良く，あえて我々の考え

をそこに出す必要はないのではないかと思った。 

委 員 ： 委員は考えを持って，投票するでしょうからということです。 

委 員 ： なるほど，では，校名と名前だけで投票するということでしょうか？ 

委 員 ： そのとおりです。 

委 員 ： 

 

意見というよりも質問なのですが，今アンケートをしていて，校名を書く欄の

下に，たしかに理由などを書くところがあると思うのですが，これは総務部会で

絞るときに，事務局の方で集約をされて，こんなカテゴリで，こんな考えで出て

きましたよ，っていう資料は出るのですか？ 

事 務 局 ： 総務部会には，アンケートで出されたもの全てに対して，すべての理由を示し

て提示させていただきたいと思っております。 

そういったものが絞る根拠にもなってくると思います。数だけではなく，思い

入れというものが大切になってくると。 

ですので，それを皆さんにお示しさせていただいて絞り込みもお願いしたいと

思います。 

委 員 ： 確認です。折角，板橋・東の例があるので，我々の委員会として５前後に総務

部会で絞るといった流れでいったときに，投票は２回やるのですか？ボルダ方式

と単記方式で。 

総務部会では，ボルダ方式で５に絞って，我々は決選投票で１回でやるとか決
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めておかないと，当日戸惑ってしまうと思う。 

〇〇委員が言っていただいた皆さんの想いを色々見るのは，総務部会に限られ

てしまう。ここにいるメンバーは，５つに絞られたものだけを見ることになる。

５つに絞られた想いは，ここに持って来られると思うのですが，それ以外の想い

は見られない。そこの想いは，総務部会でしっかりと見ていただいてという判断

で良いのですか？ 

委 員 ： それで良いと思う。 

委 員 長 ： はい，総務部会の方で，内容も確認していただいて，絞り込む。ここで確認な

のですが，３，４，５くらいという話になっていたかと思うのですが，数を決め

てみてはいかがでしょうか。５前後ということでよろしいですか？ 

事 務 局 ： 幅を持たせていた方が，捨てがたいものもあるでしょうから，よろしいかと思

います。 

委 員 長 ： それでは，数を決めずに「５前後」ということで，総務部会で考えていただい

て，その後，準備委員会で記名投票をして決定するという形になりますが，それ

でよろしいでしょうか？ 

委 員  はい，あとは総務部会で６になったとしたら，そこから委員会で３にしてから

投票するのか，いきなり決選投票とするのかも決めておいた方が良いと思いま

す。 

委 員 長 ： 今，〇〇委員からありました，最後の決定のところまでの方法をどのようにす

るのがよいでしょうか？ご意見ある方はお願いします。 

委 員  投票方式で，板橋・東の資料をみると，１回目はボルダ方式で２回目は単記方

式と，これは１５種類あるので，ボルダ，単記という順ですか。先程，メリット

デメリットの話をされましたけれど，私の理解ができず，再度質問なのですが，

もし総務部会で５種類になった場合でも，２回投票するとしたら，ボルダ，そし

て単記という方式が良いのですか？単記投票２回ではいけないのですか？ 

数によって，このくらいの数ならボルダが良いとか，単記が良いとか，そうい

うことはあるのでしょうか？ 

委 員 長 ： はい，〇〇委員から質問がありました。この点について事務局お願いします。 

事  務  局 ： この谷井田・三島の準備委員会では，総務部会で５種類程度に絞られてくる

という事であれば，投票いただく委員の総数が１３名いますので，それぞれ票も

割れてくると思います。この場合，単記投票２回ということでもよろしいかと思

います。 

なお，板橋・東の方では総務部会から上がってくる数が１５程度ありますの

で，これで単記投票を行うと，１票１票で別れてしまい，２，３票で決定してし

まうということが考えられましたので，まず，ボルダ投票をして，その上位で単

記投票という形になったということでございます。 

委 員 ： ということは，例えば，総務部会でボルダ方式でやっていただいて，ある程度

絞り込んで，ここは救っておきたいというようなちょっとした工夫はあったとし

て，５前後にしてもらって，後は準備委員会に持ってきて，一発で単記でいくと
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いうのもありということですか？ 

事 務 局 ： はい，そのような方式でも問題ないと考えます。 

委 員 ： では，私は，総務部会でボルダ方式をやっていただいて５つ程度にして，準備

委員会では単記方式で行う方法を提案します。 

委 員 ： 今の方法の確認ですが，準備委員会では単記方式１回ですか？２回ですか？ 

委 員 ： 私は１回で良いと思っています。そして同数だったらもう一度という考え。 

委 員 ： 私もその方法で異議はないのですが，総務部会でのボルダ方式で，点数で順番

が決まっていく。そこから５なのか６なのかをみんなで話し合うのか，点数で順

位を決めてしまうと，５と決めたら，単純に５位までになってしまう。それとも

順位付けをして，５位までを選んだが，話し合いで６位も入れておきたいとなっ

たらそれも上げるということなのか？ 

委  員 ： 私が提案したイメージは後者です。 

委 員 ： 私はそれであれば，賛成です。最後の委員会でのやり方も，決めるのがこの委

員会の役割だと思うので，単記方式で行う。同票であればもう一回やり直すとい

うやり方をイメージします。 

委 員 ： 私も〇〇委員と同じで，ボルダ方式にわからないところがある。例を見させて

いただくと，４つから選ぶ場合は，３点，２点，１点，０点ですよね。もし，２

９だったとしたら，２８から０までを全部付けるのですか？これで数十個も出て

きてしまっては，とても難しい。 

事 務 局 ： その場合には，たとえば上位３点に点数を付けるという話にすれば，３，２，

１で済むわけです。ですから，上位５つを選ぶ際にも，上位３点を，皆さんに挙

げてもらい，点数順にしたものを並べ替えて，その上で，あれやこれも良いとい

う議論がもたれれば，それも準備委員会に追加で入れるという方法もあります。 

委 員 ： よくわかりました。ありがとうございます。もう一つは，準備委員会で単記一

発でという話があって，同一だったら，やり直しで決選投票というのが出されま

した。私は，その中で委員の過半数を超えたものを選ぶという，そういうものが

あってはどうなのかなと思いました。 

委 員 長 ： 今，〇〇委員から最終決定において，過半数を超えたものという意見がありま

したが，いかがですか？ 

事 務 局 ： やり方によっては，例えばですが，投票は２回やると決めて，１回目は３つ選

び，そしてその結果，決戦というやり方もあろうかと思います。 

委 員 ： オリンピックの方式では，過半数にならなければ，一番下を削る。５つの中で

選ぶとして，例えば，１３人の委員で，７票取ったらそれが決定になる。 

しかし，もし７票取れなかったとき，４票，４票，３票，２票などとなったと

き，５つのうちの最下位を削って，４つの中からもう一度投票し直す。それでま

た７票取れなかったら，最下位を削って，３つの中からもう一度投票。そうやっ

て過半数を超えるまでやっていく。 

委 員 長 ： ただいま，〇〇委員から新たな方法として，オリンピック方式というものが出

されました。いかがでしょうか。 



9 

全 員 ： 異議なし。 

委 員 長 ： はい。皆様から色々と意見をいただきました。 

総務部会では，ボルダ方式で５つ程度に絞っていただいて，その後で，準備委

員会の方で，単記方式にて，記名で投票する。一位同数の場合には，もう一度，

決選投票をする。場合によっては，〇〇委員のおっしゃったオリンピック方式を

実施する，という方向で決定してよろしいですか。 

事 務 局 ： 確認をさせてください。最終決定は，過半数を超えたものを皆さんの意見とす

るということでよろしいですか？そこにいくまでは，１回で決まるかもしれない

し，数回やるかもしれない。 

委 員 長 ： 皆様，そういう考えでよろしいでしょうか。 

全 員 ： 異議なし 

委 員 ： やむを得ず，委員会当日に来られないという場合に，不在者投票のようなもの

はありますでしょうか？ 

委 員 長 ： 期日前投票ですとか，委員の皆様全員が投票に参加するということが，公平で

良いのではないかと思いますが。いかがですか？ 

事 務 局 ： 全員出席で考えていて，そこまでは想定していなかったのですが，もしそうな

った場合には，事務局にご連絡ください。 

委 員 ： 今回，総務部会で５つに絞ったものは，事前に委員に渡されるものなのです

か？もしいただけるなら，もし休むことになってしまったら，私はこれに投票し

ますと宣言すれば済む話ではないですか？ 

委 員 長 ： どうしても体調だとか，なにが起きるかわからないものですので，私はこれに

投票したいということをいただければ，それで，ということですね。 

委 員 ： それは１回目の投票だけですよね，もし，それで決まらず，２回目，３回目の

決選投票となった場合には，その時点で，委員会内で話し合いがきっと持たれる

でしょうから，その話し合いで，当初からの心変わりが予想される。そこまでは

汲み取れないと思うので。 

委 員 ： 委員は，必ず最初の１回は投票に参加するということで良いのではないでしょ

うか。 

委 員 長 ： 全員で会議に参加できるのが，一番ですけれども，何が起きるかはわかりませ

んので，そうした場合には事前に書いてきてもらうなどして，投票に参加しても

らうという形にしたいと思います。 

皆様からいただいた意見により，校名の決め方を決定させていいただきまし

た。 

その他，総務部会からの説明で何かございますか？ 

委 員 ： 総務部会資料の最後に，開校記念式典が秋に行うとありましたが，この時に校

歌とか校旗とかはなくても大丈夫なのですか？校歌も校旗も，かなりの時間を要

すると思うのですが。 

委 員 ： それは年度を超えた秋となります。 
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委 員 ： なるほど，わかりました。大丈夫です。 

委 員 長 ： 他に，何かございますか？ 

委 員 ： 入学式の校歌というのはどうするのですか？卒業式はまだよいと思いますが。 

事 務 局 ： 陽光台小や富士見ヶ丘小の例を取っても，その時にはなかったので，今回もそ

のように。そちらも，同じように秋に決まりました。 

委 員 ： もう一点お願いします。 

バスの説明会をお願いします。総務部会でも話をしたのですが，バスのルート

がある程度決まりましたが，距離が短くて乗れないんだということがわかってて

も，きちんと説明していただかないといけない。なるべく秋のうちに早いところ

でお願いしたい。 

この夏もバスについて，２家族と話をする機会がありました。話の内容につい

ては，何とかならないかというものでした。市が判断をするというところだと思

うので，なるべく早くにお願いします。 

委 員 ： 今の話で言えば，新入生，新一年生にも向けて行った方が良いと思います。た

だし，就学時健診の時だと時期的にタイミングが悪い。 

事 務 局 ： その辺りの説明会の開催については，こちらで考えたいと思います。 

 

委 員 長 ： では，次回の委員会に報告お願いします。他に，何かございますか？ 

無いようでしたら，総務部会の報告の内容を承認し，引き続き部会において検

討していただくということでよろしいでしょうか。 

全 員 ； 異議なし 

 

イ 学校運営部会 

 

委 員 長 ：  続きまして，学校運営部会の報告へ移りたいと思います。 

こちらは学校運営部会の〇〇委員より発表をお願いします。 

学校運営部会長 ：  それでは学校運営部会の発表をさせていただきます。 

第２回の準備委員会の時に，ご説明させていただきましたが，担任レベル等の

先生方で集まって，統合後，生徒たちが新しい学校生活にスムーズに通えるよう

に，８月は部会の開催ではなく，三島小学校と谷井田小学校の職員での合同研修

会という事で，２日にわたって行いました。８月２日と８月６日になります。 

 その中でまず，現在三島小学校にある備品で，谷井田小学校に持っていて有効

活用ができるであろうというものを，谷井田小の先生にも見てもらいながら選定

をしました。 

 あと，低，中，高学年のブロックごとに分かれて，そこに書いてあるように校

外学習，日課，行事，交流事業などについて，話し合いを持ちました。その中で，

校外学習について４年生は，三島小３年生が今年度，県庁と笠間に行くのですが，

来年度も県庁で，２年連続となってしまう。ただし，もう一つは別の場所である



11 

という事で，このまま計画を進めていくことで話し合いを持ちました。 

 なお，前提事項として，これらはまだ検討段階でありまして，決定については，

各校の校長の決裁をいただく必要があるものですが，現在の検討経過ということ

で報告させていただいております。 

 ６年生の修学旅行につきましては，三島小学校では鎌倉・横浜方面で現在行っ

ているのですが，新しい学校では，現在，谷井田小が行っている日光方面で計画

を進めてはどうかと話しているところです。 

 日課につきましては，基本的にはそれほど変更点は無くて済むと思いますが，

懸念されることは，スクールバスの発着時刻に合わせた設定にしなくてはいけな

いということで，これは事務局の方でもお考えいただいておりますので，大丈夫

とは思っています。 

 あとは，２年生が６時間授業の日を一日設けなくてはいけないのですが，こち

らの方は，現在の谷井田小学校の火曜日の設定で良いのではないかという事で話

し合いをしました。ただし，その場合，習い事などがありますので，三島小学校

の保護者には早めに知らせる必要があるという事になりました。 

 行事につきましては，これから検討して，良い点は継承していきながら，新し

いことも検討していきたいと考えております。 

 交流事業につきましては，２学期以降に行われるものにつきまして，確認を各

ブロックごとに行ってもらいました。その中で，充実して交流が図れるようにと

いうことで計画を進めているところです。 

 ③の会計ですが，教頭と事務職員の方で，現在の集金額・集金方法等を検討し

まして，統合後での変更点等について現在，原案を作成しているところです。出

来ましたらこちらは，ＰＴＡ部会の方にも諮っていきたいと考えております。 

 ④の学校生活のきまりについての確認を「学習部会」「生活部会」に分かれて

話し合いを持ちました。それぞれの学校で食い違う点が多少あります。それで，

２学期以降，それぞれの学校で，多少変更しながら合わせられるところは，合わ

せながらやっていこうということで，話し合いを持っております。 

裏面にいきまして，生活のきまりですが，それほど大きなものはなかったので

すが，清掃の取り組ませ方が少し異なる点がありましたので，合わせていこうと。

また，今度は，学区が広くなるので，自転車に乗って良い範囲，三島小学校でい

うと，低学年，中学年，高学年でそれぞれ違っています。その辺りについて，こ

れからどうしていくか要検討としております。以上です。 

委 員 長 ：   ありがとうございました。ただいまの発表について，全体的にご意見ご質問は

ありますでしょうか？ 

 無いようですので，学校運営部会の報告を承認してよろしいでしょうか。 

全 員  異議なし 

委 員 長 ： 異議なしと認めます。それでは引き続き，各検討項目の協議をお願いいたしま

す。 
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ウ ＰＴＡ部会 

 

委 員 長  ： 最後に，ＰＴＡ部会の報告等に移りたいと思います。ＰＴＡ部会の部会長であ

る〇〇委員より発表をお願いします。 

ＰＴＡ部会長  ： はい，私たちＰＴＡ部会では，第３回の検討部会を７月１１日，そして７月２

８日には，三島小学校・谷井田小学校合同での交流会という事で，谷井田コミュ

ニティセンターを使って，ランチミーティングという形を取らせていただいて，

ざっくばらんな話をしました。 

先日，９月２日には，第４回の検討部会を開きまして，ＰＴＡの組織について，

規約について等を確認し，決定までは至っていないのですが，素案の素案くらい

のものを作り始めております。 

 これまでの確認ということで，ＰＴＡメンバーで確認したことを説明いたしま

す。本部役員会ですが，基本的には，人数は多くなることは覚悟のうえで，両校

の現メンバーは，そのまま残っていただき，運営の手伝いをしていただきたい。

卒業生とか家庭の事情がある等の方々を除くと，今，谷井田小学校が１０名，三

島小学校が６名，計１６名程度が前向きな返事をしていただいています。ただし，

その次の年になると，やめる方も多く出て来ると思いますので，随時，新たな役

員もやっていただく方がいれば，参加してくださいと声掛けは続けていくという

ことになっています。 

細かい話ですが，学年委員会の人数を決めました。そして，専門委員会，これ

は，三島小学校が現在行っているようなやり方がとてもわかりやすいものだった

ので，それを参考にしております。 

まだ未確定ですが，耳に入れていただくこととして，広報委員会が，運営委員

会だよりを発行しており，発行回数はこれから決めますが，三島小学校は，それ

を各家庭に配っているという話でした。これを新しくなった時に継続するのかや

めるのかという話で，継続するとなると谷井田の全地域に配らなければいけない。

この点については，申し訳ないのですが，基本的には各家庭には配らない方向で

進めております。 

校外委員会ですが，立哨当番など，色々とやり方は若干違うのですが，すり合

わせていきます。１１０番の家が，バスルートが変わると，それも変わってきま

す。三島小学校は毎年１１０番の家に毎年きちんと挨拶をして連絡を取り合って

いたということで，谷井田も学ぶところが多かったので，それは取り入れていき

ましょうということで，話し合いができています。 

次ページにいきまして，推薦委員会ですが，今年は現メンバーに残ってもらい，

もし新しくやっていただく方がいたら追加するとしていますが，次の年はどうす

るかというところは，三島小学校も谷井田小学校も懸念になっています。結局，

本部のメンバーを犠牲にみたいな形にもなっていたりするので，あくまでも推薦
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者，立候補者を募って，それをリストアップして本部に提出していただくだけの

形で，負担を減らして，推薦をしていただくことは残しましょうという形にして

あります。 

ＰＴＡ会費は，現在の谷井田は３６００円，三島小学校は５千円ちょっとなの

ですが，谷井田の金額で運営できるだろうということで，谷井田の３６００円に

合わせてやっていくという形になっています。 

次ページからは，ＰＴＡ会則がありますが，一部省略しまして，このページの

割り振りで８ページにいっていただくと，一般のＰＴＡ組織図のような形があり

ます。ＰＴＡ会員，ＰＴＡ総会，本部役員会，合同役員運営委員会という中で，

成り立っているものは，従来通りです。 

次のＰＴＡ本部組織図の一番上に，「顧問」がありますが，「顧問」と「会計監

査」は，本部役員から外れた形にしましょうということで先日，話し合いました

ので，次回の組織図は少し変わります。 

そして，三島小学校の顧問は校長先生，谷井田小学校の顧問は，歴代の会長が

多かったということがわかりました。１名は校長先生で，もう１名は必要があれ

ば，どなたか委嘱することができるといいう文章に変えていきましょうと話をさ

せていただきました。 

次のページに，ＰＴＡの役割表があります。これは，一番保護者が知りたがっ

ている内容だということなので，表にまとめて考えました。 

１２ページの資料では，個人情報取扱規則というのがあります。推薦委員会と

いうのは，例えば〇〇さんが推薦されたときに，〇〇さんの電話番号がないと動

けません。教頭先生，電話番号を教えてくださいと，それで教えていただき，電

話をかけると，誰が教えたのかとか，何でかけてきたのかとかいうトラブルが起

こりうるということがあるようなので，正式に個人情報の取扱いについて規則に

載せて，事務局からも資料やアドバイスもいただいて，個人情報のひな型に合わ

せて，個人情報を守るという規約を考えています。歴代の会長も多いので，見て

いただいてアドバイスいただければと思います。以上です。 

委 員 長  ： ありがとうございました。ただいまの説明について，何かご意見ご質問はござ

いますでしょうか？ 

委 員 長  ： 特に無いようですので，ＰＴＡ部会の報告を承認して，引き続き各検討内容の

協議をお願いしたいと思いますが，よろしいですか。 

全 員 ： 異議なし 

委 員 長  ： これで各検討部会からの報告が全てしました。 

続きまして，次第の５「その他」について，事務局より説明お願いします。 

５ その他 

事 務 局 ： （次回の日程説明） 

６ 閉会 


